
スマイル月間の取組 
鳥取市立国府東小学校 

 

国府東小学校では、国府中学校区のテーマ「ふだんの生活から相手を思いやる言動を心がけ、笑

顔がいっぱいの学校にしよう」を受け、各学級から出た意見をもとに、「こんな学校にしたい」「課

題となっているところ」を、児童自らが話し合い、代表委員会でテーマを決めました。そして、そ

のテーマのもと、児童会の活動を進めているところです。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【万葉の木】 

国府中学校区の「知」「徳」「体」の取り組みと連動させ、本校でも３つのプロジェクトとして取

り組みを進めています。その中の「徳」部会の取り組みです。 

 学校教育目標の一つ「つながる」「思い合う」姿を目指して、スマイル月間にスタートした「万

葉の木」。友だちにしてもらってうれしかったことや、友だちの頑張っている姿など、毎週水曜日

までに各学級で葉っぱに書いて話し合い、木曜日には、葉っぱに書かれた内容（各学級の代表の葉

っぱ）を、放送担当が読み上げます。読み上げた後、その葉っぱは「万葉の木」に貼られます。 

 放送で読み上げられている時間は、葉っぱに書いた子どもも、書かれた子どもも、うれしそうに

聞き、校内が優しい空気に包まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



【スマイル参観日 ６月１９日（月）】 

スマイル月間にちなんで、各学年が、人権を大切にする視点で公開学習を行いました。 

 

〈１年生〉学活                〈２年生〉道徳 

「教室にふやしたい『まほうのことば』」         「黄色いベンチ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈３年生〉道徳                〈４年生〉道徳 

「いやだと言えるように『言いだせなくて』」        「友だちのしょうこ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈５年生〉学活                〈６年生〉道徳 

「ちがいのちがい」          「真の友情『ロレンゾの友だち』」 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈おおぞら学級〉 

「ふやしたいことば」 

 

 

 

 

 

 

 



〈ＰＴＡ保護者研修会〉 

鳥取県人権教育課の寺谷先生と杉原先生にファシリテーターとしてお越しいただき、保護者、教

職員の３０名が参加しました。「子どもがインターネットと上手につきあっていくには？～『いや

なこと』はみんな同じ？」というテーマでワールドカフェを行いました。 

インターネット上で友達からされたら「一番いやなこと」と「一番気にならないこと」について

付箋に書き、グループを変えながら話し合いました。話し合ううちに、各グループが打ち解けて、

互いの話を聞き、いろいろな考え方があることに気づくことができました。「子どもたちともやっ

てみたい」という感想もありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈事後の「親子対話」〉 

スマイル参観日後は、「親子対話」に各家庭で取り組んでいただきました。参観学習の内容につ

いて、親子で思いや考えを話合い、記録していただくというものです。どの家庭もそれぞれの学び

があり各学級で学習したことが、深まっていました。これからも、児童と対話しながら、そして保

護者と連携しながら、「他者や自分の人権を大切にする心」を学び、育てていきたいと思います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


